
施
設
に
整
い
戦
場
に
向
か
っ
た
。
昭
和
十
九
年
十
月
二
十

二
日
、
奄
美
大
島
北
方
ト
カ
ラ
列
島
東
部
海
面
で
潜
水
艦

の
雷
撃
を
受
け
沈
没
。

―
船

団

護

衛
―

海
防
艦
戦
務
一
筋
　 
山
口
県
　
末
宗
勲
　 

大
正
十
五
年
五
月
二
十
六
日
、
現
在
の
山
口
市
仁
保
上
郷
で

生
ま
れ
ま
し
た
。
男
六
人
、
女
五
人
の
兄
弟
の
五
男
と
し
、
農

業
と
土
建
業
を
営
む
父
母
に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
の
日
本

の
国
情
か
ら
し
て
、
徴
兵
を
待
た
な
い
で
海
軍
に
志
願
し
、
昭

和
十
八
年
四
月
二
十
日
大
竹
海
兵
団
に
入
団
し
ま
し
た
。

海
兵
団
の
訓
練
は
当
然
厳
し
か
っ
た
が
、
皆
新
兵
で
し
た
の

で
水
兵
と
し
て
は
、
銃
劍
術
な
ど
の
戦
闘
基
礎
教
練
な
ど
一
般

的
な
教
育
は
約
三
か
月
で
、
内
務
で
は
精
神
注
入
棒
で
叩
か
れ

た
の
は
当
然
で
し
た
。

水
兵
と
し
て
、
敷
設
艦
（
機
雷
を
海
へ
落
し
て
い
く
）「
サ
イ

ゴ
ン
丸
」
に
乗
り
組
み
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
私
が
乗
っ
た
時
は
豊

後
水
道
、
紀
伊
水
道
あ
た
り
の
勤
務
で
、
艦
長
以
下
二
百
人
近

い
兵
員
で
し
た
。
そ
こ
で
敷
設
す
る
機
雷
の
構
造
な
ど
を
教
え

ら
れ
、
触
角
を
付
け
た
り
し
ま
し
た
が
、
機
雷
は
一
か
か
え
以

上
の
球
形
で
、
周
囲
に
触
角
が
あ
り
、
こ
れ
に
艦
船
が
触
れ
て

爆
発
し
沈
没
さ
せ
る
。
丸
い
機
雷
の
下
に
台
が
あ
り
、
そ
の
下

に
目
計
り
を
つ
け
た
ワ
イ
ヤ
ー
が
付
け
て
あ
る
。
水
深
に
応
じ

ワ
イ
ヤ
ー
の
長
さ
を
決
め
水
底
へ
落
す
。
機
雷
は
海
底
に
落
し

た
台
と
ワ
イ
ヤ
ー
で
繋
が
れ
、
海
面
よ
り
見
え
ぬ
程
度
の
所
に

浮
遊
す
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

敷
設
艦
は
潜
水
艦
を
防
ぐ
た
め
、
航
行
し
な
が
ら
三
十
秒
お

き
ぐ
ら
い
ご
と
に
海
に
投
げ
入
れ
る
。
こ
の
頃
は
日
本
近
海
を

主
と
し
て
行
動
し
た
が
、
根
拠
と
す
る
港
は
敷
設
場
所
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、
ほ
と
ん
ど
呉
か
佐
世
保
の
軍
港
だ
っ
た
と
記
憶

し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
横
須
賀
対
潜
学
校
に
入
校
、
機
雷
よ
り
爆
雷
の
組

み
立
て
と
か
、
針
管
を
差
し
込
ん
だ
り
の
作
業
の
教
育
を
受
け

た
。
爆
雷
は
二
百
キ
ロ
ぐ
ら
い
の
重
さ
、
百
リ
ッ
ト
ル
ド
ラ
ム

缶
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
す
。
両
艦
側
か
ら
射
出
し
、
後
部
（
艦



尾
）
か
ら
傾
斜
を
利
用
し
転
が
し
て
落
す
。
こ
れ
が
爆
雷
の
攻

撃
方
法
で
、

こ
の
よ
う
な
教
育
訓
練
を
受
け
た
の
で
あ
り
ま
す
。

卒
業
後
は
、
大
分
県
佐
伯
防
備
隊
に
入
隊
し
、
機
雷
の
組
立
て

を
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
八
月
、「
第
三
十
八
海
防
艦
」
に
乗
り
込
み
を

命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
が
、
艤
装
の
時
か
ら
乗
艦
し
、
竣
工
し
た
の

は
八
月
十
日
で
す
（
神
戸
川
崎
造
船
所
、
呉
鎮
守
府
籍
と
な
り
、

呉
防
備
隊
に
編
入
、
呉
湾
警
備
海
防
艦
と
な
る
）

。

九
月
十
日
、
呉
軍
港
で
食
糧
弾
薬
等
を
搭
載
し
て
、
引
き
続

い
て
佐
伯
対
潜
訓
練
隊
で
第
四
十
六
号
海
防
艦
と
共
に
対
潜
対

空
の
訓
練
を
約
一
か
月
受
け
、
十
月
六
日
、
第
一
海
上
護
衛
隊

に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

十
月
十
五
日
か
ら
、
い
よ
い
よ
海
上
護
衛
の
た
め
の
出
撃
で

す
が
、
私
は
爆
雷
投
下
の
担
当
で
す
。
爆
雷
砲
台
は
側
面
に
六

基
、
後
方
一
基
で
、
一
基
に
は
兵
三
名
で
指
揮
に
下
士
官
一
名

が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
乗
組
員
は
百
八
十
～
百
九
十
名
だ
っ
た

と
記
憶
し
ま
す
が
艦
長
は
少
佐
で
し
た
。
海
防
艦
の
主
任
務
は

輸
送
船
団
の
護
衛
で
、
船
団
を
襲
う
潜
水
艦
に
対
し
爆
雷
を
投

下
し
、
敵
潜
を
沈
没
さ
せ
る
の
で
す
。

そ
の
時
は
、
敵
潜
水
艦
の
位
置
に
合
わ
せ
、
深
度
五
十
と
か

百
メ
ー
ト
ル
と
信
管
を
切
り
、
水
圧
で
爆
雷
が
爆
発
し
て
敵
潜

艦
を
沈
没
さ
せ
た
り
、
破
損
さ
せ
て
船
団
を
雷
撃
か
ら
守
る
の

で
す
。
艦
両
側
の
爆
雷
は
火
薬
で
百
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
飛
ば
す

が
、
後
部
（
艦
尾
）
は
、
早
く
沈
ま
ぬ
よ
う
落
下
傘
の
よ
う
な

も
の
を
付
け
て
落
す
の
で
す
。
爆
雷
が
艦
か
ら
か
な
り
離
れ
て

か
ら
爆
発
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
を
見
越
し
て
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
を

付
け
る
の
で
す
が
、
早
過
ぎ
る
と
艦
が
自
爆
し
て
し
ま
う
か
ら

で
す
。
第
一
回
の
護
衛
は
、
門
司
及
び
佐
世
保
か
ら
出
港
し
ま
し
た

が
、
船
団
は
輸
送
艦
十
八
隻
、
護
衛
艦
四
隻
で
、
シ
ソ
ガ
ポ
ー

ル
方
面
に
向
け
て
出
撃
し
た
の
で
す
。
十
九
日
、
佐
世
保
沖
で

十
六
時
頃
、
本
艦
は
敵
潜
水
艦
を
右
四
十
五
度
、
三
千
メ
ー
ト

ル
に
探
知
確
認
し
ま
し
た
の
で
、
我
々
は
爆
雷
約
三
十
発
を
投

下
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
海
面
に
重
油
の
浮
く
の
を
確
認
し
、
さ
ら
に
敵

潜
水
艦
の
艦
内
物
品
が
多
数
浮
上
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
撃
沈
は
確
実
と
認
め
、
艦
橋
の
横
に
撃
沈
マ
ー
ク
を
記

入
し
た
の
で
す
。
こ
の
戦
闘
で
は
日
本
軍
航
空
機
一
機
が
協
力



し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
昭
和
十
九
年
後
期
に
は
、
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
は
玉
砕
し
、
比
島
戦
線
も
苦
戦
の
時
で
す
の
で
、

日
本
の
周
辺
、
内
海
に
ま
で
敵
の
潜
水
艦
が
出
没
し
て
い
た
の

で
す
。
九
月
二
十
日
、
第
十
二
海
防
隊
に
編
入
さ
れ
、
二
十
三
日
、

台
湾
沖
で
夜
半
二
十
三
時
頃
、
僚
艦
の
「
第
三
十
四
号
海
防

艦
」

が
敵
潜
水
艦
を
探
知
し
て
爆
雷
攻
撃
を
行
っ
た
の
で
す
が
、

当
船
団
も
輸
送
船
二
隻
が
被
害
を
受
け
た
と
い
い
ま
す
。
深
夜

の
た
め
戦
果
の
確
認
は
勿
論
、
救
助
活
動
も
出
来
な
か
っ
た
よ

う
で
し
た
。

我
が
護
衛
艦
隊
の
四
隻
は
急
遽
、
澎
湖
島
の
馬
公
へ
輸
送
船

を
護
送
し
、
遭
難
現
場
に
急
行
、
海
上
に
浮
か
ぶ
乗
組
員
や
便

乗
者
の
救
助
を
行
い
ま
し
た
。
僚
艦
は
敵
潜
水
艦
の
上
級
士
官

三
名
を
救
助
し
、
台
湾
の
高
雄
港
へ
連
行
し
た
と
い
う
の
で
す

か
ら
、
敵
潜
水
艦
は
我
が
方
の
爆
雷
攻
撃
で
相
当
の
被
害
（
沈

没
）
を
受
け
た
と
思
い
ま
す
。

我
が
護
衛
艦
隊
は
、
初
陣
と
も
い
え
る
護
衛
行
動
で
、
二
隻

の
敵
潜
を
撃
沈
さ
せ
、
さ
ら
に
我
が
船
団
の
乗
員
等
の
救
助
、

敵
上
級
将
校
を
捕
ら
え
る
と
い
う
戦
果
を
挙
げ
た
こ
と
に
な
る

の
で
し
ょ
う
。

十
月
二
十
六
日
、
南
支
の
廈
門
（
ア
モ
イ
）
着
。
十
月
二
十

七
日
、
海
南
島
馬
公
着
。
十
一
月
五
日
、
仏
領
印
度
支
那
の
サ

イ
ゴ
ン
着
。
こ
こ
で
は
連
日
、
Ｂ29

型
爆
撃
機
と
戦
闘
。
十
一

月
十
二
日
、
さ
ら
に
輸
送
船
を
護
衛
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
着
。
そ

の
間
敵
Ｂ25

の
攻
撃
を
受
け
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
十
六
日
、

サ
イ
ゴ
ン
の
河
を
水
先
案
内
に
従
っ
て
■
航
し
て
サ
ン
ジ
ャ
ッ

ク
寄
港
の
上
、
途
中
対
潜
水
艦
を
掃
蕩
し
な
が
ら
サ
イ
ゴ
ン
に

向
か
い
、
十
八
日
、
サ
イ
ゴ
ン
着
。

十
一
月
二
十
日
、
補
給
艦
「
間
宮
」（
大
正
十
三
年
、
神
戸
川

崎
造
船
で
竣
工
し
た
給
糧
艦
―
昭
和
十
九
年
十
二
月
二
十
日
、

南
支
那
海
の
東
沙
島
南
西
四
百
二
十
キ
ロ
附
近
で
、
米
潜
水
艦

の
雷
撃
に
よ
り
沈
没
）
は
、
弾
薬
を
満
載
し
マ
ニ
ラ
に
向
か
う

の
を
護
衛
艦
四
隻
で
護
衛
（
サ
マ
一
四
Ａ
船
団
と
称
す
）
し
て

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
に
向
か
い
ま
し
た
。

二
十
五
日
、
二
十
一
時
二
十
分
頃
、
マ
ニ
ラ
、
コ
レ
ヒ
ド
ー

ル
沖
で
「
間
宮
」
か
ら
敵
潜
発
見
の
青
色
の
発
火
信
号
が
射
ち

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
直
後
、
我
が
艦
は
敵
潜
の
雷
撃
を
受

け
ま
し
た
。
魚
雷
は
艦
橋
の
下
に
命
中
、
艦
は
間
二
つ
に
折
れ
、



前
部
は
艦
橋
も
ろ
共
、
一
瞬
の
う
ち
に
沈
没
し
ま
し
た
。

そ
の
時
、
私
は
非
番
で
、
後
部
の
爆
雷
砲
の
真
下
の
第
二
分

隊
の
居
住
所
で
寝
て
い
ま
し
た
。
居
住
所
と
い
っ
て
も
、
爆
雷

砲
の
基
部
が
天
井
か
ら
下
に
張
り
出
し
て
い
る
の
で
立
っ
て
は

歩
け
ぬ
狭
い
場
所
で
す
。
艦
が
大
き
く
震
れ
た
の
で
、
私
は
飛

ん
で
甲
板
へ
上
が
り
ま
し
た
。

艦
の
前
半
分
は
も
う
沈
ん
で
見
え
ま
せ
ん
。
見
張
り
等
の
何

人
か
が
海
に
投
げ
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
の
い
る
後
半
分
は

立
っ
た
よ
う
に
傾
き
、
私
は
や
っ
と
物
に
つ
か
ま
っ
て
立
っ
て

い
ま
し
た
。

後
部
に
は
機
関
兵
と
爆
雷
隊
の
第
二
分
隊
で
す
が
、

砲
や
機
銃
の
第
一
分
隊
は
前
部
だ
っ
た
の
で
、
瞬
時
沈
没
し
誰

の
姿
も
見
え
ま
せ
ん
。
当
直
の
後
部
の
見
張
り
な
ど
は
何
人
か

助
か
っ
た
。

艦
後
部
は
十
五
分
く
ら
い
浮
い
て
い
ま
し
た
が
、
何
分
艦
が

小
さ
い
の
で
一
気
に
や
ら
れ
て
沈
没
し
ま
し
た
。
私
等
は
海
に

飛
び
込
ん
だ
が
、
浮
遊
物
は
た
い
し
た
物
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
木
材
な
ど
に
つ
か
ま
り
、
二
時
間
く
ら
い
泳
い
で
「
第

四
十
六
号
艦
」
に
救
助
さ
れ
ま
し
た
。

前
部
の
人
は
ほ
と
ん
ど
戦
死
し
た
が
、
救
助
さ
れ
た
後
も
何

人
か
死
ん
で
い
ま
す
し
、
夜
中
の
こ
と
で
救
け
ら
れ
ず
海
没
し

た
人
も
い
た
で
し
ょ
う
。
翌
日
僚
艦
が
救
け
に
行
き
何
人
か
は

救
助
さ
れ
た
の
で
す
。
し
か
し
夜
中
、
海
の
中
、
何
も
見
え
ぬ

所
に
投
げ
出
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
本
当
に
運
の
良
か
っ
た
人
だ

け
が
生
き
残
り
、

大
部
分
は
海
没
と
い
う
悲
惨
な
こ
と
で
し
た
。

艦
長
林
少
佐
以
下
八
十
余
名
戦
死
。
後
部
部
員
は
軍
艦
旗
と

共
に
海
中
に
退
去
後
救
助
さ
れ
、
マ
ニ
ラ
に
入
港
し
ま
し
た
。

翌
朝
沈
没
現
場
に
直
行
し
、
機
密
書
類
な
ど
の
浮
流
物
を
整
理

し
、
現
地
に
残
留
し
て
警
備
隊
に
編
入
さ
れ
た
者
も
あ
り
ま
し

た
が
、
私
等
は
台
湾
の
高
雄
へ
、
そ
の
う
ち
何
人
か
は
其
処
へ

残
り
、
私
は
呉
軍
港
に
帰
り
ま
し
た
。

私
は
昭
和
二
十
年
一
月
に
「
海
防
艦
第
十
六
号
」
に
乗
組
み

を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
す
が
、「
第
十
六
号
艦
」
は
前
年
の
十
月

二
十
日
、
第
十
二
海
防
艦
隊
に
編
入
さ
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

そ
の
頃
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
レ
イ
テ
島
に
は
米
軍
は
上
陸
し
て
い
ま

す
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
向
け
出
発
し
た
我
が
「
第
三
十
八
号

艦
」
の
船
団
が
攻
撃
さ
れ
た
の
も
無
理
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

弾
薬
満
載
の
輸
送
艦
「
間
宮
」
を
無
事
守
り
通
し
、
自
ら
を
犠

牲
に
し
た
護
衛
艦
の
任
務
を
遂
行
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。



次
に
「
第
十
六
号
艦
」
勤
務
の
状
況
を
申
し
述
べ
ま
す
。
同

艦
が
門
司
に
付
い
た
の
は
一
月
九
日
。
二
十
二
日
、
モ
タ
三
三

船
団
（
門
司
―
台
湾
）
八
隻
を
護
衛
し
て
門
司
発
。
二
十
九
日

基
隆
着
。
三
十
一
日
モ
タ
三
十
九
船
団
護
衛
、
基
隆
発
。
二
月

八
日
門
司
着
。

五
月
二
十
七
日
、
敵
潜
水
艦
掃
討
に
向
か
い
出
発
。
三
十
一

日
鎮
海
（
朝
鮮
慶
昌
南
道
）
着
。
六
月
四
日
鎮
海
発
。
五
日
釜

山
着
。
六
日
フ
タ
Ａ
船
団
（
釜
山
・
台
京
）
護
衛
の
た
め
釜
山

着
。
六
日
大
東
湾
着
、
十
四
日
青
島
着
。
十
五
日
青
島
発
。
十

六
日
大
東
湾
着
。
十
九
日
釜
山
着
。
二
十
二
日
ラ
モ
四
Ｂ
Ｃ
船

団
護
衛
、
釜
山
発
、
萩
着
。
二
十
四
日
「
金
衆
丸
」「
雲
山
丸
」

を
護
衛
、
萩
発
。
二
十
五
日
舞
鶴
着
、
そ
の
時
空
襲
あ
り
。
七

月
十
五
日
大
阪
警
府
長
官
指
揮
下
に
入
る
。

八
月
十
一
日
「
第
六
海
防
艦
］
と
共
に
北
海
道
の
釧
路
に
向

い
、
十
二
日
、
石
油
を
搭
載
、
二
艦
は
釧
路
発
。
十
三
日
、
零

時
十
分
、
僚
艦
「
第
六
号
艦
」
は
被
雷
し
た
が
石
油
を
積
ん
で

い
た
た
め
一
瞬
に
し
て
轟
沈
し
、
全
員
が
戦
死
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
我
艦
は
助
か
っ
た
の
で
す
か
ら
、
運
命
、
生
死
は
紙
一

重
の
差
だ
と
、
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

終
戦
は
室
蘭
で
、
全
員
集
め
ら
れ
て
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
十

七
日
、
同
港
発
、
日
本
海
を
航
行
し
、
二
十
二
日
舞
鶴
に
着
き
、

さ
ら
に
出
航
し
、
関
門
海
峡
の
東
口
で
、
敷
設
水
雷
に
触
れ
、

浸
水
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
汲
み
出
し
な
が
ら
呉
軍
港
に
着
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
船
は
昭
和
二
十
年
十
一
月
三
十
日
に
除

籍
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
同
日
私
は
復
員
し
ま
し
て
、
故
郷
山

口
へ
帰
っ
た
の
で
す
。
同
郷
上
郷
で
六
人
一
緒
に
志
願
し
た
同

年
兵
の
う
ち
、
三
名
が
戦
死
し
、
三
人
が
生
還
し
ま
し
た
。

私
は
帰
還
し
て
か
ら
、
体
は
若
さ
と
訓
練
の
お
陰
で
大
丈
夫

で
し
た
。
我
々
の
隊
や
艦
に
は
召
集
兵
も
い
ま
し
た
が
、
現
役

や
志
願
の
者
が
多
か
っ
た
。
そ
の
間
、
海
防
艦
と
い
う
の
は
小

さ
く
、
兵
員
も
二
百
名
以
下
で
予
備
員
は
い
な
い
。
そ
の
上
、

長
期
に
渡
っ
て
の
護
衛
作
戦
な
の
で
、
常
に
全
員
が
全
力
を
発

揮
し
ま
せ
ん
と
任
務
が
遂
行
出
来
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
艦
長

を
中
心
と
し
相
互
の
信
頼
感
が
重
大
で
す
。
兵
学
校
を
出
て
な

い
商
船
学
校
出
身
の
艦
長
は
随
分
心
を
砕
い
て
い
ま
し
た
の
で
、

全
員
分
け
隔
て
な
い
空
気
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
し
て
「
第
三
十
八
号
艦
」
は
前
に
も
申
し
た
と
お
り
、
艦

長
以
下
幹
部
が
一
瞬
に
し
て
戦
没
し
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、



生
き
残
っ
た
人
々
は
一
年
に
一
度
集
ま
っ
て
戦
友
会
を
開
い
て

い
ま
す
。
将
校
の
生
存
者
は
一
人
ぐ
ら
い
で
、
兵
隊
は
全
国
に

ま
た
が
っ
て
い
る
の
で
、
私
は
三
度
ぐ
ら
い
し
か
出
席
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
辛
い
悲
惨
な
思
い
出
が
現
在
は
懐
か
し
く
思
い
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
解

説
】

海
上
護
衛
に
関
す
る
、
海
防
艦
関
係
に
つ
い
て
、
公
判
戦
史

を
参
考
と
し
て
記
し
て
み
る
。

開
戦
時
に
お
い
て
護
衛
作
戦
に
従
事
で
き
る
艦
艇
航
空
機
の

保
有
数
は
、
旧
式
駆
逐
艦
一
六
隻
、
水
雷
艇
一
二
隻
、
掃
海
艇

一
九
隻
、
海
防
艦
四
隻
、
敷
設
艦
四
隻
、
航
空
機
二
〇
一
機
で

あ
っ
た
。

海
防
艦
は
、
戦
争
後
期
に
お
い
て
、
護
衛
艦
の
主
力
と
な
る

べ
き
艦
種
で
あ
り
、「
昭
和
十
六
年
度
戦
時
艦
船
建
造
及
航
空

兵
力
拡
充
計
画
」
で
、
海
防
艦
三
〇
隻
の
建
造
が
措
置
さ
れ
た
。

そ
の
後
「
昭
和
十
七
年
度
戦
時
航
空
兵
力
増
勢
及
艦
船
建
造
補

充
計
画
」
で
更
に
一
二
隻
の
海
防
艦
建
造
が
織
り
込
ま
れ
た
。

開
戦
当
初
に
お
け
る
海
上
護
衛
は
、
ま
だ
護
衛
専
門
の
部
隊

が
な
く
、
内
地
、
台
湾
、
支
那
、
関
東
州
、
朝
鮮
、
樺
太
の
沿

岸
並
び
に
そ
れ
ら
相
互
間
の
航
路
を
各
鎮
守
府
及
び
警
備
府
が
、

ま
た
そ
の
他
の
区
域
の
航
路
を
連
合
艦
隊
が
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当

し
た
。
護
衛
専
門
の
海
防
艦
建
造
計
画
に
よ
る
要
望
や
実
践
教
訓
は
、

そ
の
後
の
新
造
艦
艇
に
対
し
、
逐
次
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
。
搭
載
爆
雷
数
も
、
昭
和
十
七
年
二
月
起
工
（
完

成
十
八
年
三
月
以
降
）
の
択
促
型
海
防
艦
一
四
隻
に
は
三
六
個

搭
載
に
増
加
。
昭
和
十
七
年
十
月
起
工
の
御
蔵
型
海
防
艦
八
隻

（
完
成
十
八
年
十
月
以
降
）
以
後
の
海
防
艦
に
は
一
二
〇
個
の

爆
雷
が
搭
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

開
戦
当
初
の
外
洋
に
お
け
る
船
舶
運
航
は
ほ
と
ん
ど
が
作
戦

輸
送
で
あ
り
、
用
兵
の
関
係
上
護
衛
は
重
視
さ
れ
一
応
順
調
に

護
衛
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
米
国
の
対
日
潜
水
艦
作
戦
は
十

分
整
わ
ず
、
ま
た
極
東
海
域
で
作
戦
従
事
出
来
る
潜
水
艦
は
僅

少
、
魚
雷
の
機
構
上
の
重
大
な
欠
陥
（
不
発
が
多
か
っ
た
）
と

絶
対
数
が
不
足
し
て
い
た
た
め
と
い
わ
れ
て
い
る
。

海
上
護
衛
司
令
部
が
設
置
さ
れ
そ
の
麾
下
に
編
入
さ
れ
た
第

一
海
上
護
衛
隊
の
担
任
航
路
は
、
内
地
昭
南
間
各
航
路
、
比
島



北
及
西
航
路
、
北
ボ
ル
ネ
オ
航
路
、
マ
ニ
ラ
昭
南
航
路
。
編
制

は
駆
逐
艦
九
・
海
防
艦
六
・
水
雷
艇
二
・
■
戒
艇
二
・
特
設
艦

船
三
で
あ
る
。
第
二
海
上
護
衛
隊
の
担
任
航
路
は
、
ト
ラ
ッ
ク

航
路
、
ト
ラ
ッ
ク
、
パ
ラ
オ
間
航
路
。
編
制
は
駆
逐
艦
三
・
海

防
艦
四
・
水
雷
艇
二
・
特
設
船
舶
一
で
あ
る
。

海
上
護
衛
総
司
令
部
は
昭
和
十
八
年
―
一
月
十
五
日
設
置
さ

れ
、
以
来
、
対
潜
水
艦
を
中
心
と
し
て
、
海
上
護
衛
関
係
の
部

隊
編
成
が
着
々
と
進
め
ら
れ
た
。
総
司
令
部
は
天
皇
直
属
の
も

の
と
さ
れ
、
司
令
官
に
は
連
合
艦
隊
司
令
長
官
よ
り
先
任
の
及

川
大
将
が
親
補
さ
れ
て
い
る
。

開
戦
以
来
、
敵
潜
水
艦
に
よ
る
船
舶
喪
失
量
が
増
大
し
、
海

上
護
衛
問
題
が
次
第
に
重
大
化
す
る
に
伴
い
前
記
海
上
護
衛
総

司
令
部
が
遅
ま
き
な
が
ら
設
置
さ
れ
、
ま
た
海
防
艦
を
中
心
と

す
る
護
衛
艦
艇
増
勢
の
気
運
が
高
ま
っ
た
。
前
述
の
昭
和
十
六

年
計
画
三
〇
隻
、
十
七
年
三
四
隻
、
十
八
年
度
以
降
二
四
二
隻

の
海
防
艦
新
造
が
決
定
し
た
。
し
か
し
十
八
年
中
期
以
後
、
既

成
艦
船
整
備
工
事
も
多
く
、
新
造
艦
船
工
事
に
著
し
い
影
響
を

与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
建
艦
目
標
は
達
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。

昭
和
十
九
年
五
月
海
軍
大
臣
の
決
裁
を
受
け
た
建
造
予
定
表

に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
九
年
、
海
防
艦
一
八
八
、
掃
海
艇
四
、
駆

潜
艇
五
、
駆
潜
特
務
班
八
八
、
計
二
八
五
隻
。
同
二
十
年
、
海

防
艦
一
三
〇
隻
。
両
年
の
合
計
、
海
防
艦
三
一
八
隻
、
掃
海
艇

・
駆
潜
艇
計
九
隻
、
特
務
艇
八
八
隻
、
総
計
四
一
五
隻
。

海
防
艦
建
造
月
別
隻
数
、

昭
和
十
九
年
一
月
一
隻
、
二
月
八
隻
、
三
月
十
三
隻
、

四
月
五
隻
、
五
月
四
隻
、
六
月
三
隻
、
七
月
六
隻
、

八
月
十
一
隻
、
九
月
十
隻
、
十
月
十
四
隻
、
計
七
五
隻
。

駆
潜
艇
計
九
隻
。

一
方
、
本
期
間
中
沈
没
し
た
海
防
艦
は
一
三
隻
で
あ
り
、
純
増

加
数
は
六
二
隻
で
あ
る
。

昭
和
十
九
年
に
入
る
と
、
戦
局
は
全
般
に
悪
化
し
、
敵
潜
水

艦
の
活
動
も
い
よ
い
よ
活
発
と
な
り
、
更
に
支
那
大
陸
方
面
か

ら
の
大
型
爆
撃
機
の
爆
撃
も
加
わ
り
被
害
は
激
増
し
た
。
ま
た

一
方
で
は
石
油
を
始
め
と
す
る
南
方
産
重
要
物
資
の
内
地
送
還

が
当
面
の
緊
急
事
と
さ
れ
、
第
一
海
上
護
衛
隊
の
責
務
は
ま
す

ま
す
重
大
と
な
っ
た
。

昭
和
十
八
年
十
一
月
末
の
編
制
艦
種
別
内
訳

駆
逐
艦
四
隻
、
海
防
艦
四
十
隻
、
水
雷
艇
二
隻
、



掃
海
艇
二
隻
、
■
戒
艇
一
隻
、
特
設
砲
艦
二
隻
、

特
設
駆
潜
艇
二
隻
、
計
五
三
隻
。
作
戦
指
揮
下
艦
艇
、

特
設
空
母
・
神
鷹
、
練
習
巡
洋
艦
・
香
取
、
海
防
艦
二
隻
、

掃
海
艇
五
隻
、
■
戒
艇
二
隻
、
駆
潜
艇
五
隻
。

昭
和
十
九
年
十
二
月
十
日
付
、
従
来
の
第
一
海
上
護
衛
隊
は

「
第
一
護
衛
艦
隊
」
に
昇
格
し
、
そ
の
編
成
は
、

第
一
〇
一
戦
体
、
第
五
護
衛
船
団
司
令
部
、
第
七
護
衛
船
団

司
令
部
、
第
八
護
衛
船
団
司
令
部
、

付
属
、
駆
逐
艦
三
隻
、
第
一
・
第
十
一
・
第
十
二
・
第
三
十

一
の
各
海
防
隊
。
海
防
艦
三
四
隻
、
水
雷
艇
二
隻
、

掃
海
艇
二
隻
、
■
戒
艇
一
隻
、
第
九
三
一
海
軍
航
空
隊

昭
和
二
十
年
に
入
る
と
戦
局
は
い
よ
い
よ
■
迫
し
、
南
方
航

路
の
途
絶
、
機
雷
投
下
を
含
む
本
土
空
襲
激
化
等
に
よ
る
資
材

難
、
造
艦
能
力
低
下
等
に
伴
い
、
海
防
艦
竣
工
量
も
、
昭
和
十

九
年
末
を
ピ
ー
ク
と
し
て
次
第
に
降
下
し
て
い
っ
た
。

本
期
間
の
海
防
艦
竣
工
状
況
。

昭
和
十
九
年
　
十
一
月
九
隻
、
十
二
月
一
七
隻
、

昭
和
二
十
年
　
一
月
八
隻
、
二
月
一
一
隻
、
三
月
一
三
蔓
、

四
月
九
隻
、
五
月
四
隻
、
六
月
一
隻
、
七
月
五
隻
、

八
月
一
隻
、
計
七
七
隻
。

こ
の
間
の
沈
没
数
は
五
七
隻
で
あ
り
、
純
増
数
は
二
〇
隻
に
過

ぎ
な
か
っ
た
。

一
方
、
米
海
軍
に
お
い
て
も
量
産
性
能
は
低
下
し
た
。
昭
和

十
八
年
二
月
（
一
九
四
三
年
）
に
護
衛
駆
逐
艦
の
大
量
生
産
を

開
始
し
、
十
二
月
五
日
ま
で
に
二
六
〇
隻
を
就
役
さ
せ
た
。
し

か
し
、

多
く
の
護
衛
駆
逐
艦
は
鋼
鉄
と
工
作
機
械
不
足
の
た
め
、

初
め
計
画
さ
れ
た
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
に
変
更

を
余
儀
な
く
せ
ら
れ
、
そ
の
速
力
を
落
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

と
い
う
。

護
衛
艦
種
は
、
開
戦
当
初
か
ら
昭
和
十
九
年
前
半
ま
で
は
旧

式
駆
逐
艦
が
多
か
っ
た
が
、
十
九
年
中
期
よ
り
は
海
防
艦
が
主

力
と
な
っ
て
い
る
。
建
造
力
の
低
下
と
は
逆
に
戦
局
は
益
々
悪

化
、
昭
和
二
十
年
一
月
敵
機
動
部
隊
は
南
支
那
海
に
侵
入
、
仏

印
沿
岸
を
は
じ
め
南
支
那
海
北
部
に
猛
威
を
ふ
る
い
、「
ヒ
八

六
」
船
団
を
始
め
大
被
害
を
受
け
、
対
潜
、
対
航
空
と
、
海
上

護
衛
は
益
々
困
難
と
な
っ
て
き
た
。
特
に
輸
送
船
の
船
員
の
消

耗
も
激
し
く
な
っ
た
。

大
東
亜
戦
開
戦
よ
り
終
戦
ま
で
の
船
舶
喪
失
数
は



計
　
二
、
三
九
四
隻
。
八
〇
一
八
、
一
二
二
ト
ン

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
建
造
数
は
、
計
一
、
三
〇
三
隻
。

三
、
三
六
七
、
六
八
七
ト
ン
で
あ
る
。
ま
た
、
護
衛
艦
の
主
力

海
防
艦
の
建
造
数
は
一
六
七
隻
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
六
月
二
十
八
日
現
在
の
、
海
上
護
衛
司
令
長
官

の
指
揮
す
る
兵
力
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
直
率
部
隊
　
第
九
〇
一
海
軍
航
空
隊
の
大
部
（
各
機
種
約

一
三
〇
機
）

。

二
、
第
一
護
衛
艦
隊
　
第
一
〇
二
戦
隊
（
海
防
艦
六
隻
）
第
一

〇
三
戦
隊
（
海
防
艦
一
〇
隻
）
第
一
海
防
隊
（
海
防
艦

五
隻
）
第
十
二
海
防
隊
（
海
防
艦
三
隻
）
第
二
十
一
海

防
隊
（
海
防
艦
六
隻
）
第
二
十
一
海
防
隊
（
海
防
艦
八

隻
）
其
ノ
他
（
各
種
艦
艇
約
八
隻
）

。

三
、
舞
鶴
鎮
守
府
部
隊
　
第
一
〇
五
戦
隊
（
鹿
島
、
響
、
海
防

艦
四
隻
）
第
三
十
一
海
防
隊
（
海
防
艦
七
隻
）
其
ノ
他

（
約
四
隻
）

。

大
湊
警
府
部
隊
　
第
一
〇
四
戦
隊
（
海
防
艦
六
隻
）
第

十
一
海
防
隊
（
海
防
艦
三
隻
）
第
九
〇
三
航
空
隊
（
各

機
種
六
六
機
）
其
ノ
他
（
各
種
艦
艇
約
二
十
隻
）

。

鎮
海
警
府
部
隊
　
直
率
部
隊
（
小
艇
）

。

第
七
艦
隊
　
直
率
部
隊
（
駆
逐
艦
四
隻
、
海
防
艦
四
隻
）

―
第
九
特
別
根
拠
地
隊
―

「
あ
あ
わ
が
戦
友
山
尾
隊
」
　 

長
崎
県
　
山
尾
蔦
樹
　 

私
の
出
生
地
は
長
崎
県
東
彼
杵
郡
波
佐
見
町
永
尾
二
九
六
で
、

大
正
十
一
年
十
月
十
五
日
に
生
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
四
年
十
二
月
一
日
、
江
田
島
の
海
軍
兵
学
校
（
七
十

一
期
生
）
に
入
校
。
昭
和
十
七
年
十
一
月
十
四
日
、
海
軍
少
尉

候
補
生
を
拝
命
し
卒
業
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
約
二
か
月
間
、
戦
艦
「
扶
桑
」
に
乗
り
、
江
田
島

を
中
心
に
瀬
戸
内
海
で
艦
隊
実
務
演
習
を
受
け
ま
し
た
。
艦
隊

実
務
演
習
を
終
え
た
昭
和
十
八
年
一
月
十
五
日
、
宮
中
に
拝
謁

を
許
さ
れ
ま
し
て
、
宮
中
三
殿
の
参
拝
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

同
日
、
私
は
第
九
特
別
根
拠
地
司
令
部
付
を
命
ぜ
ら
れ
、
佐

世
保
を
出
港
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
マ
ニ
ラ
）

、
ボ
ル
ネ
オ
、




